
学力向上に係る効果的事例 
 

      「シラバス」を活用して取り組む家庭学習の充実 
                             【東部教育事務所】 

１ 学校、学年、教科  中学校、全学年、５教科 

 

２ ねらい  学力向上には、教師の授業力向上と並行して、家庭学習の充実が重要と考 

      えている。 

       家庭学習の充実を図るためには、「いつ、何を、どのように」するのかを  

      具体的に指導し、習慣づけをすることが必要と考え、「シラバス」を活用し 

      た指導を進めている。 

 

３ 取組内容  

 （１）「家庭学習の日」の設定と「家庭学習ノート」を活用した指導 

    毎週月曜日は教職員の会議日として、生徒を一斉下校させた後に諸会議を行って 

   いる。一斉下校した生徒が、下校後の時間を有効に活用できるようにとの考えから、 

   この月曜日を「家庭学習の日」と定め、自学自習の奨励をしている。 

    生徒は、「家庭学習ノート」を準備して、「学年＋３０分」の学習時間を目標に、 

   学習に取り組み、翌日担任に提出する。担任はノートを確認して、個別指導を進め 

   る。昨年度１年間の全校生徒の提出率は、８５％であった。（第１学年は９２％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               シラバスより「家庭学習を習慣化するために」 

     



  

 （２）各教科の授業での学び方指導 

    各教科の授業では、「シラバス」を活用した学習オリエンテーションで、家庭学 

   習の仕方の指導を行う。また、５教科の家庭学習に関して「先輩のアドバイス」「教 

   科の先生からのアドバイス」コーナーを作り、活用を図っている。 

    教科会では、「自学・自習の習慣づくりにかかる具体策」を検討し、全学年の授 

   業で取組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                       「自学・自習の習慣づくりにかかる具体策」 

     「先輩からのアドバイス」 
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（３）「生活スケジュール表」指導による生活・学習習慣の確立 

    年度当初には、学級活動の時間に「生活スケジュール表」作成の指導をする。完 

   成した「生活スケジュール表」は、保護者にも見てもらい、励ましの言葉を書いて 

   もらう。二者面談や三者面談、家庭訪問の際には、「生活スケジュール表」を活用 

   して相談を行う。なお、定期テスト前の学習計画や長期休業前の生活計画表の作成 

   の指導も行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       シラバスより「生活スケジュール表を作成してみよう」部分 

 

 

 

 

 

 

 

 
    「自学・自習の習慣づけ」指導の流れ          定期テスト前の学習時間 

   

    定期テスト終了後には、テスト前一週間の学習時間を調査して、取組状況を評価    

   している。どの学級も、テスト前にはしっかり準備を行い、当日のテストに臨む良 

   い雰囲気ができてきている。 

 

４ 成果と課題 

  各学級担任による毎週のきめ細かな「家庭学習ノート」指導により、生徒達の家庭学 

 習習慣が定着してきている。毎週月曜日の「家庭学習の日」だけでなく、毎日「家庭学 

 習ノート」での学習を行い、担任に提出する生徒も増えている。 

  各教科担当による家庭学習のやり方指導、家庭学習展示会の成果も出ており、家庭学 

 習の内容も充実してきている。 

  生徒にやらせるだけでなく、生徒の学習状況を確認し、評価していくことが大切であ 

 る。今後さらに、学級担任と教科担当とが連携して、個別支援を進めていきたい。 

 


